
● ３月１８日（水）正午頃（日本時間２０時頃），チュニジアの首
都チュニス市郊外にあるバルドー国立博物館において，武装
集団によるテロ攻撃が発生。現地時間１５時頃（日本時間２３
時頃），実行犯２名は治安部隊により射殺された。その後，内
務省は，治安当局がテロ事件に直接関与した多数の被疑者を
逮捕，実行犯１名を指名手配した旨述べた。

● チュニジア政府によれば，外国人２０名を含め２１名が死亡，
４３名が負傷した。

● 邦人被害者は，３名死亡，３名負傷。

● チュニジアの大統領は，犯行主体について、身元を特定し，
イスラム過激派であるとの見方を示しており，アンサール・シャ
リアに言及している。一方，日本時間３月２０日（金）０時頃，Ｉ

ＳＩＬは，今回の襲撃が「カリフ国（ＩＳＩＬ）の戦士」によるものとす
る犯行声明を発出。

チュニジア地図

★

（１）政府の取組

● 在チュニジア大は，事件発生を認知（現地時間１８日１２時４０分（日本時間
２０時４０分））後，外務本省に通報するとともに，髙原チュニジア大使を長とす
る現地対策本部を設置。邦人の安否確認を含め状況の把握に努めるとともに，
被害者に対して必要な支援を実施。

● 同日，外務本省は領事局長を長とする対策室を設置，１９日，官邸には内
閣参事官を長とする情報連絡室を，警察庁は国際テロリズム対策課長を長
とする連絡室を設置。

● １９日から順次緊急応援要員を派遣。なお，警察は現地にＴＲＴ―２を派遣。

● １９日，岸田大臣は外務大臣談話を発出（概要）：

○卑劣なテロ行為を断固非難。

○亡くなられた方々の御冥福をお祈りし、御家族に心から哀悼の意を表する。

○チュニジア及び国際社会と連携してテロとの闘いに取り組んでいく。

● １９日，関係省庁局長級会議を開催。

● ２２日～２３日，中根大臣政務官のチュニジア訪問。

バルドー国立博物館にて献花，一部御遺族との面会，一部負傷者へのお
見舞い，エシード首相，ガルサッリ内務大臣，バクーシュ外務大臣，シュライ
ファ外務国務長官，アブドゥーリ外務国務長官との会談，在留邦人との懇談。

● ２５日，３名の御遺体が本国に帰国し，中山副大臣が空港で出迎えた。

（２）在外邦人への注意喚起

● １８日，在チュニジア大より，在留邦人の安否確認を行うとともに，一斉メー
ルを送信し，事件現場周辺に近づかないように注意喚起を実施。

● １９日，速報的なスポット情報「国民議会議事堂及び博物館における襲撃・
人質拘束事件の発生に伴う注意喚起」を発出。

● １９日，チュニス県チュニス市に発出されている危険情報を「渡航の是非を
検討してください」に引き上げ。

● １９日，複数の国・地域にまたがる注意喚起情報（広域情報）「ＩＳＩＬから帰
還した戦闘員によるテロの潜在的脅威に関する注意喚起」を発出。

チュニジアにおける銃撃テロ事件

１ 事件の概要 ２ 日本政府の対応
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AQIM 

アンサール 
アル・シャバーブ 

AQAP 

【背景】 
●「アラブの春」後の独裁政権崩壊による政府機能の弱体化 
●リビアからの高度な武器の流出 

AQ中枢 

アンサール・ 
アル・ディーン 

タリバーン 

ボコ・ハラム 
（西アフリカ州？） 

アフガニスタン・パキスタン地域から西アフリカにかけて， 
各地でイスラム過激派が活発化，ＩＳＩＬの台頭 

ムラービトゥ－ン 

ABM  
（シナイ州） 

ヌスラ 
戦線 

ISIL 

中東・アフリカ地域におけるテロ情勢 

カリフの戦士  
（アルジェリア州） 

TTP 
ホラサーン 
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   情報収集・発信能力の強化：たびレジ 

滞在国（地域），滞在都市，渡
航期間については必須入力。 

海外の在留期間が３ヶ月未満の短期渡航者（海外旅行者・ 
出張者）が現地での滞在予定を簡単にオンライン登録できる 
システムを平成26年７月１日より運用開始。 
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